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 ノルボルネン誘導体の開環メタセシス重合は不飽和、鎖状および高分子量のポリマーを合成できるため、

近年、N-置換ノルボルネンジカルボキシイミド(RNDI)の研究が盛んに行われている。例えば、poly(RNDI)

の熱安定性や気体の選択透過性に関する研究 1や、RNDI を用いたシリカ表面のグラフト化により得られ

た粒子による高速液体クロマトグラフィー(HPLC)用カラム充填材への応用が報告された 2。また、

我々はこれまで、スクシンイミド骨格を有するマレイミド誘導体ポリマーの分子認識能について報告

してきた 3。 

 本研究では、HPLC用カラム充填材への応用を目的とし、アキラルあるいはキラルな RNDIを合

成し、1st Grubbs触媒を用いて開環メタセシス重合を行った。得られたポリマーの比旋光度、円偏光二色

性(CD)スペクトル及び紫外線吸収(UV)スペクトル測定を行い、ポリマーの旋光性について検討した。さら

に、キラルリガンドに光学活性物質を用い、得られたポリマーの旋光性についても検討した。 
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